
′→ 流出係数

開発後の平均流出係数は、第1防災調整池の計算で用いた値を用いる。
・平均流出係数

/=写

ここで/:平均流出係数

元 :現況部流出係数 (=0.6ω

比 :造成部流出係数 (=0,9い

発 :林地復元都流出係数 (=0,7働

乳 :現況郡流域面積 (=4.61hか

И♭:造成部流域面積 (=14.54hお

乳 :林地復元認流域面積(=2.Oha

И :全流域面積 (=21,15hお

よって、

デ=4.61×
0.60+14.54x O。 90+2.OxO,75

==0.820

司 流下量の算出式

流下量はマニングの公式を使用する。

2=И・/(m3/seC)

A:流水の断面積 (mり

Vi流速(m/sec)

/=生 xR%xン (m/sec)
カ

ni粗度係数

R:径深 侍A/P)(m)
P:流水の潤辺長 (m)

II勾配
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2)排水路の設計

排水路の設計は、千葉県 「林地開発申請の手引き」に基づいて行うものとする。

利 確率降雨強度

館山地区 10年確率降雨強度を用いることとする。

r=烏 祉 物 ″ ル

ここで t=10分

耐 粗度係数 (n)

表-1粗度係数

種  別 粗度係数

現場打側溝 0 0 1 5

自由勾配側溝 0.014

落蓋式U字側溝 0. 0 l 3

高密度ポリエチレン管 0.010

州 計算断面

閉 渠・ …8割水深

J流 量計算表

表-2流量計算表

既設小段排水路は、暗渠排水の流量を含めても流下可能である。

管
渠
記
号

流
入
記
号

排水面積

仙お
到
達
時
間

流出量 ln3/3) 計画断面
摘

要

雨水量

総水量
断面

(mml

在醇酉己

(%。 )

流速

(m/s)

流量

(m3/s)
各線 逓加

流出

係数
流出量

0 00 2 0,002 暗渠排水φ350
第Ⅲ-2埋立地流末の地

下水排水量準用

0.04 0.04 10 0.82 0.OH 0,013 PU-240× 240 3.0 0,757 0.033 OK
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5)地下排水管の強度計算

第Ⅲ -2埋立地底盤下部に布設される地下排水管φ900に は、土かぶ り51.5mに及ぶ大き

な廃棄物荷重が載るため、遮水構造にダメージを与える可能性が無いよう、強度面の計算

を行い安全性を確認する。

①準拠基準

『廃棄物最終処分場整備の計画・設計要領』 (全国都市清掃会議)に加え、『土地改良

事業計画設計基準』 (農林水産省)、 『道路土エ カルバートエ指針』 (日 本道路協会)に

おける埋設管の設計基準を参考にする。

②設計条件

埋立ごみ層の厚さが最大となる断面において、管に発生するたわみ率を計算し、許容

値を満足することを確認する。

計算方法は、次図の布設の状態により逆突出型 (土かぶり>2m)と なる。

また、高盛土であるため荷重については土圧のみを考慮し、活荷重や管自重は省略す

る。

埋立面 FH=205m

h′

50 B=1.82

9

t=0.50

H=1

基礎

図7-7断面計算モデル

he′ h

51.5m
he

FH==1 54.15m 1不誘 7k

0
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表7-9管の諸元

管 種 高密度ポリエチレン管

管 径 D=900mm

外 径 1022mm

平均半径 R=48.05(cm)

弾性係数 E=10,000(kgf/cコだ/cm)

断面二次モーメント I=6.14(cn4/cml

・土力璃ミリth)

h=H tt h'

H=1.Om
h'=埋立ごみ層最大厚 +不透水性改良層

=50.Om+0.50m=50.50m

であるので、

h=1,0+50.50=51.50m

・埋立ごみの上質定数

埋立物の重量は、下表の湿潤重量から13.6kN/m3を 用いる。

表7-10 埋立物の土質定数

種 別
湿潤重量

(kN/∬ )

粘着力

(kN/だ )

内部摩擦角

(度 )

構成比

廃 棄 物 層 12.6 34.5 35.4 68°/o

覆上・上堰堤 15.8 19,2 28.6 32%

設計計算に用いる定数 13.6 29.6 33,2
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・基礎の有効支持角

とう性管の基礎材は、管底部の反力とともに管側部の反力も有効に働かなくては

ならないため、管底から管頂まで同一の基礎材で埋め戻すものとする (施工支持角=
360° )。 基礎材はフィルター機能を有する砕石を使用する。よって、次表より基礎

の有効支持角は120° となる。

表7-H締固めた土基礎の設計支持角 (と う性管 施工支持角360°  )

土質分類 設計支持角 (° )

礫質土
G、 GS 120

GF 90

砂質土

SヽV、 SW G、 SWG 120

SP、 SP一 G、 SGP 90

その他 90

(『土地改良事業計画設計基準』)

・基礎材の反力係数

下表は、Spanglerの 提唱によるIowa公式に適用するための e'値であり、『水道用

埋設鋼管の管厚計算基準』 (日 本水道鋼管協会)に も採用されている。この表によれ

ば、礫で e'=140 1kgf/cだ )、 破砕岩で e'=210(kgf/c∬ )を見込むことができる。

本検討では、この表を採用し、礫と破砕岩の平均値を使用する。

(71=1140+210)× 0.5

=175.0(kgf/cコ ド)

表712裏込埋戻し土の横反力係数 e'の値 仏gf/c∬
)

土の種類

締固めなし

緩い状態

プロクタ密度で

<85%
相対密度で

<40%

普通の状態

プロクタ密度で

≧85～ 95%
相対密度で

≧40～ 70%
粒度のよい土―LL(液性限界)<50%
中位か ら無塑性の上で25%以下の粗
粒部分を含む粘性土 CL、 ML、 ML CL)。

8.5 14 28

粒度のよい土―LL(液性限界)<50%
中位か ら無塑性の上で25%以上の粗
粒部分を含む粘性土 にL、 ML、 CL一ML)。

細粒上分を含む粗粒土、12%以上の細

粒土分を含む礫まじり土 lGM、 GC)Ь

砂質土 (SM、 SC)。

7 28 70

細粒土分を含んでいないか、少量含ん
でいる粗粒土。

12%以 下の細粒土分を含む礫および

礫まじり砂 儒W、 G動 、あるいは砂 (SW、

SP)。

14 70 140

破砕岩 (割栗石)。 70 1 02 210
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・許容たわみ率

高密度ポリエテレン管の許容たわみ率は、以下のとおりとする。

とうt性管の許容たわみ率V=5%(『 土地改良事業計画設計基準』)

③ 鉛直土圧の計算 (『土地改良事業計画設計基準』に基づく)

土かぶりが2mを超える逆突出型の場合、鉛直土圧は次のMarston式 で計算する。

7′ =σθ・,/・
】

ここで qdi鉛直土圧 仏gf/cだ
)

Cci土圧係数 (― )

h≦ heの とき

1-E/P(… 2にぃ
(者))

Q=
2Kμ

γ :土の単位体積重量 =0.001430低 gf/cm31

B:溝幅 =182.0俺耐

K:ラ ンキンの土圧係数

K=寸
;ヨ:子子,工 |〒 :||チ

μ :盛土の内部摩擦係数 =tan φ

φ :盛上の内部摩擦角 =38°

hi土かぶり =5,150.0他 m)

1-sin 33.2°
【 =

1+sin 33.2°

=0.292(― )

また、 h≦ heであるので、

1-近υるP(-2xO。 292 x tan 33.2° ×
(堺 )

ヽ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ノ

q
2xO.292 x tan 33.2°

=2.617(― )

よって、鉛直土圧 qdは、

9′ =2.617 x O.001360x182.0

=0.6478(kgf/cnf)

となる。

④ 管のたわみ率の計算 (『土地改良事業計画設計基準』に基づく)

地下埋設におけるとう性管のたわみ量は、次のSpangler式で計算する。

2【・F ?′ +?′ R4
△χ=

β・/+0.06Ⅲ  g上沢
3
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ここで∠lx:管のたわみ量 化耐

K:基礎の支持角によって決まる係数 =0.089
基礎の支持角

施工支持角 設計支持角 K

90° 以上 60° 0。 102

120° 以上 90° 0.096

180° 以上 120° 0.089

860° 180° 0.083

(『土地改良事業計画設計基準』)

F:変形遅れ係数 =1.0
基礎材料

現地盤の土
砂質土 礫質土

礫質土・岩盤 1.0 1.0

砂質土 l 1 l 0

粘性土 l 3 と 2

その他 l 5 と 5

(『土地改良事業計画設計基準』)

qdi鉛直土圧 =0.6478徹 gf/cmη

ql:活荷重 =0.0000仏gf/cm2)

RI管平均半径 =48.05俺耐

E:管の弾性係数 =10,000 1kgf・ cm2/c耐

II管壁の断面二次モーメント =6.14俺皿4/cml

e':土の横反力係数 =175仏 gf/cmり

よって、

角 =
2xO,089× 1,00× (0。 6478‐卜0,0)x48.054

10,000× 6.14+0.061x175x48.053

=0.493(cm)

管のたわみ率は、次式で計算する。

/=:些上×100
2沢

ここでV:管 のたわみ率 (%)

∠x:管のたわみ量 =0.493他皿)

R:管平均半径 =48.05俺耐

よって、

ン
/=  0.493  x100

2x48.05

=0.51(%)≦ 許容たわみ率 :5,00(%)→ OK

以上のように、本設計条件において発生たわみ率は許容値 を下回る。
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8 浸出水集排水計画

増設事業に伴う浸出水排水計画は、「廃棄物最終処分場整備の計画・設計 。管理要領」

((社 )全国都市清掃会議)に基づいて行う。

1)浸出水集排水施設の目的と機能

浸出水集排水施設は、埋立地内に浸入した雨水や埋立層内に侵入した浸出水を速やかに

浸出水処理施設に送るために設けられる。

埋立地で発生する浸出水量をできる限り抑制し、これを速やかに浸出水処理施設に送る

ことにより、埋立地内には滞留しないと考えられるので、遮水工や貯留構造物に及ぼす水

圧は減少する。

基準省令 1条 1項 5号二では「埋立地には、保有水等を有効に集め、速やかに排水するこ

とができる堅固で耐久力を有する構造の管渠その他の集排水施設を設けること」としてい

る。

「廃棄物最終処分場整備の計画 。設計・管理要領」では、廃棄物最終処分場性能指針に

よる「イ 準好気性埋立構造にあっては、既往 日降水量の最大降水月における 1日 平均降水

量等の計画 した降水強度により保有水等排水設備内に空気が通気可能な空間を確保できる

管径等を持ち、管渠等の端部が大気に開放されていることを確認すること。」に基づく管径

を算定することとされている。

この浸出水集排水施設に関する水位の規定は、降水時には浸出水が埋立地内を流下する

ので水位が生じることは避けられないことから、降水時、特に既往 日降水量の最大降水月

における 1日 平均降水量などで生じる埋立地内水位を50cm以下と定められた。したがって、

常時は「性能指針」の6,調整池の容量 (2)ア の規定により、埋立地の底部に浸出水が貯留さ

れないようにするものとする。

以下に、増設後の浸出水集排水管の配置案を提案 し、配置及び管径が性能指針に合致し

ているかを検討する。

第 Ⅱ期では、堅排水管を利用して浸出水集排水管の水位を観測している (1回/週 )。 竪排

水管の位置を図8-1に示す。埋立が進捗 し、埋立地全面に埋立層が形成された平成26年 1月

から9月 の水位をみると、表8‐ 1、 図8‐ 2の とおりである。全体の平均では、水位は0,098m

で、1割水深以下の水位 (120° を定常状態とすると水位は2割 5分)となっている
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観測位置 管底高 (m) 平均水位 (m) 摘要

堅排水管① 185.444 0.102

竪排水管② 186.826 0.055

竪排水管③ 187.426 0.186

全体平均 0.098

図8‐1 堅排水管の位置

表8‐1 浸出水集水管の水位

図8‐2 浸出水集水管の水位の変化

浸出水集排水管の水位
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β 浸出水集排水管の配置

お 底部集排水管

底部集排水管は、廃棄物の透水性係数、遮水シー ト保護層の透水係数、埋立地の地形、

規模のほか、準好気埋立構造の埋立地では、浸出水集排水施設が空気供給の機能も果た

すことを考慮して、配置を定める。本計画においては、埋立施設の形状から幹線は直線

形とし、支線の配置は、法令、通達などにより10m～ 20m程度が示されていることから、

10mを基本として配置する。管径は3001Шlとする。

また幹線の管径は100011ullと し、適宜管理堅坑を設置して、人が直接管理できる構造と

する。

第Ⅲ -2埋立地底部幹線は、目請まり等の機能低下に備え、複数ルー トの設置とする。

底面シー ト保護層は、排水機能強化のため全面透水層とする。

研 堅型集排水管

堅型集排水管、重力排水を促進するため排水専用として設置する。管径は400mmと
する。堅型集排水管の配置は、第Ⅱ期と同様、管理竪坑に併設するものとする。

埋 立 に伴 い施エ

亡整φ i500L=2100

霊 型 集 1弁ホ 管 φ400L=4000

ク ンプ金 組 億
ライサーメレートφ2500と =2000

砂売塩

ズ レ止 コンク リー ト
を筋D13

コンク リー ト24…8

浸 出 水 集 奉弁水 管 幹線 φ 1000

シ ー ト保駐 コ ン

シー ト保順聾___
不避水性改良層 週

ト

図8-3 管理堅坑φ1500お よび堅型集排水管φ400

イン′ヽ
・―ト
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0 法面集排水管

法面集排水管は、上下の集水機能およびガス抜き管の機能を担うので、本計画では、

竪型集排水管と同程度の間隔で配置する。管径は200mmと する。

法面集排水管は、万一の管頭からの保有水流出に備え、最終立上り郡を埋車地内と

する。

(外周道路に近接させない)

埋立地を階段状に造成するため埋立法面部に土堰堤を設置するが、その廃棄物側に

浸出水の流出防止のために遮水処理 (法面・底面 ;二重シート)や法尻に排水処理 (集

排水管φ150)を施す。

図8-4 刈ヽ堰堤の流出防止対策

埋立地小段部は、埋立が進捗して浸出水量抑制のための役割を終えたあとは、浸出

水集排水機能確保のため、排水管およびフイルター層を設置し、埋立中段排水管およ

び排水専用管に接続する。

図8-5埋立地小段部の排水管

ヽ
4 50 ヽ
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9 00 1 50
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荘二重 三二I三 二I
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ゆ
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3)浸出水集排水管の管径の設定

(1)底部枝管の設置間隔・勾配・集水層の透水係数の検討

性能指針には、「既往 日降雨量の最大降水月における 1日 平均降水量等の計画した降

水強度により埋立地内の水位が50cm以 下になること」と定められている。

以下では、浸出水集排水管の配置案に対し、上記性能指針の項目を満足しているか検

討する。

イ)「廃棄物最終処分場整備の計画・設計要領」のモデルによる解析

本計画では、上記性能指針の項目を満足するための処分場の底面勾配を設定するが、

『廃棄物最終処分場整備の計画・設計要領』(P.31831働 によると埋立地底部集排水管

(枝線)を設計する式は以下の式で与えられており、この式が成立する条件として、

集水層透水係数kが 0.01年 l cm/sの 範囲、排水管の直径が 15～ 20cm、 基礎勾配が 2%以
上程度としている。

L=

じ

(tan2 ψ/じ)+1-(tanψ /σ tan2″ +じ
)

集水層

V(mmれl

透水係数 k

Z=0

↓↓↓↓↓
ここで、Li枝管設置間隔 (m)

φ :勾配 (― )

Ci C≡ V/k(― )と定義する

v:降雨浸透量 (llll1/h→

k:集水層透水係数 俺m/s)

hmax:し ゃ水工にかかる最大水圧 (m)

図86埋立地底部集排水管 (枝管)の模式図

表8-2 土質と透水係数の関係

土 質 粒径 lm耐 透水係数k(cm/s)

砂 利 64-2 10～ 1

砂 2～ 1/16 1～ 103

シル ト 1/16-1/256 103～ 106

粘土 1/256以下 106以下

耐 本検討の配置案での計算

坂畑観測所における降水量データによると、既往 日降水量の最大降水月は2004年 10

月の797mm/月 であり、これより計画する降水強度は26mm/日 (=1.lmm/hr)と した。

枝管設置間隔は10mと し、勾配を約 2%と設定する。

上式を変形し、降水強度 1,lmm/hr、 設置間隔10m、 勾配 (1～ 3%)に おいて、集水層透

水係数k(0,001cm/s～ 0.lcm/s)と 遮水工にかかる最大水圧hmax(m)の 関係を次図に示す。

hnax

シー ト

z=V2
排水管

勾配φ
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図8-7 集水層浸透係数と埋立地内水位の関係

上図よ り、枝管設置間隔10mで設計した場合、勾配 1%以上で集水層に透水係数

0.003cm/s以 上の材料を採用すれば、性能指針の「ア 既往日降雨量の最大降水月におけ

る 1日 平均降水量等の計画した降水強度により埋立地内の水位が50cm以下になること」

を満足することがわかる。

よって、既設部と同様増設部も枝管設置間隔を10mと し、集水層には透水係数の高い

材料 (0.003cm/s以 上)を使用する。

紀)浸出水集排水管の管径の設計

性能指針によると「イ 準好気性埋立構造にあっては、既往日降水量の最大降水月にお

ける 1日 平均降水量等の計画 した降水強度により保有水等排水設備内に空気が通気可

能な空間を確保できる管径等を持ち、管渠等の端部が大気に開放されていることを確認

すること。」と記述がある。つまり計画する降雨浸透量を流下させる能力を有する管径

に設定すればよいが、管が満管で流下するのではなく、空気が通気可能な空間が必要と

いうことである。ちなみに、浸出水集排水管は有孔管であり、次図に示すように定常時

は120° の部分で流下 (約 2割水深)する。以下の断面の検討でも定常時で計画する降雨

浸透量を流下できる能力を有する管径を設定する。
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n 第Ⅲ -2埋立地幹線の設計

① 浸出水量の算出

浸出水集排水管幹線は、雨水と同様に合理式によって算出することができる。

浸出水量の算出には、以下の式を用いた。

2=希 ×/× r× И (m3/seC)

ここでQ:計画流出量 l皿
3/seC)

fi流出係数 (― )=1.0

ri設計降雨強度 lmm/h〕 =1.lmm/hr(26mm/da↓ /1

A:集水区域面積 仙a)

また、粒端な豪雨時にも浸出水を流下できる能力を確保するため、設計降雨強度

125.Omm/hr(館 山地区30年確率降雨強度)、 流出係数0.8の 条件における検討も行うも

のとする。

表8-3 浸出水量算出結果

集水面積

仙D

流量 lm3/s)

降雨浸透量

r=1. lmm/hr

f=1.0

降雨浸透量

r=125.Omm/hr

f=0.8

7 0.023 2.042

② 浸出水集排水管の排水能力

浸出水集排水管による排水能力を、マニング式で管内平均流速を求め、計算する。

なお、定常時の浸出水流下能力の算定には120° 断面を使用し、柩端な豪雨時に対

しては、満流で流下する能力があればよいと考え満流断面を使用する。

定常状態で排水    満流で排水

図8-8 浸出水集排水管模式断面図

流下量

2=И・/1皿3/seC)

流 速

/=生 xR%× r%(m/sec)
η

ここでQ:流量 (m3/seC)

A:流水の断面積 lmり

Vi流速 (m/sec)

ni粗度係数 (本検討ではダブルポリエチ レン管0.01)
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RI径深 ←A/P)(m)
P:流水の潤辺長 (m)

I:勾配

表8-4 浸出水集排水管の排水能力 仙3/s)

種   別 120° 満 流

勾  配 % 2.0

流  量

m3/seC

流  量

皿3/seC

管  径 HHl

200 0.008 0.060

300 0.024 0.178

400 0.058 0.883

500 0,095 0.694

600 0.155 1.129

700 0.288 1.703

800 0.338 2.432

900 0.456 3.329

1000 0 604 4.408

③ 管径の設定

以上の結果から、性能指針を満足する管径は300mmと なる。

しかし、雨水排水施設の時に設定した粒端な豪雨時にも浸出水を流下できる能力を確

保しようとした場合は、上記の管径では排水できず、80011ullが必要となる。

本計画では、

・性能指針を満足するだけでなく、豪雨時にも対応した管を設計する。

・カルシウムスケールによる管の閉塞が懸念される場合、計算上必要な管径より大き

いものを採用することが望ましい。

ことから8001ttn以 上の管径設定が望ましく、1000111111の 管径を2系列設置する。

日)支線の設計

前述の「廃棄物最終処分場整備の計画・設計要領」の算定式は、枝管の勾配、集水層

の透水係数をパラメータとしたときに、埋立地内最大水位と枝管設置間隔を求めるもの

であり、枝管の管径に依らない。

本計画では、

① 実績例では、2001ttn以 上が多いこと

② 廃棄物層内に必要な空気量から必要管径を導いた田中らの研究では、浸出水集

排水管本管は150111111以上が望ましいとしていること

③ カルシウムスケールによる管の開塞が懸念されるため、計算上必要な管径より

大きいものを採用することが望ましいこと

から、浸出水集排水管枝線の管径を300mmと 設定する。
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刺 浸出水集排水管の強度計算

第Ⅲ -2埋立地底盤下部に敷設される浸出水集排水管φl,000には、土かぶ り70mに及ぶ

大きな廃棄物荷重が載るため、遮水構造にダメージを与える可能性が無いよう、強度面の

計算を行い安全性を確認する。

① 準拠基準

『廃棄物最終処分場整備の計画・設計要領』 (全国都市清掃会議)に加え、『土地改良

事業計画設計基準』 (農林水産省)、 『道路土エ カルバートエ指針』 (日 本道路協会)に

おける埋設管の設計基準を参考にする。

② 設計条件

埋立ごみ層の厚さが最大となる断面において、管に発生するたわみ率を計算し、許容

値を満足することを確認する。

計算方法は、次図の敷設の状態により突出型 (土かぶり>2m)と なる。

また、高盛土であるため荷重については土圧のみを考慮し、活荷重や管自重は省略す

る。

埋立面 FH=240

等沈下面

底版FH=170

図8-9 断面計算モデル

h

基礎

he
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表8-5 管の諸元

・土力璃ミリth)

h=70.Om

・埋立ごみの上質定数

埋立物の重量は下表の湿潤重量から13.6KN/m3と なる。

表8-6 第Ⅲ埋立地の廃棄物層の定数推定値

管 種 高密度ポリエテレン管

管 径 D=1000mm

外 径 H2011ull

平均半径 R=52.99(cm)

弾性係数 E=10,000(kgf/ぃ て/c皿 )

断面二次モーメント I=17.82(cm4/cml

種 別
湿潤重量

lkN/だ )

粘着力

(てN/m2)

内部摩擦角

(度 )

構成比

廃 棄 物 層 12.6 34.5 35.4 68%

覆土・土堰堤 15,8 19.2 28.6 32%

設計計算に用いる定数 13.6 29,6 33.2
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・基礎の有効支持角

とう性管の基礎材は、管底部の反力とともに管側部の反力も有効に働かなくては

ならないため、管底か ら管頂まで同一の基礎材で埋め戻すものとする (施工支持角=
860° )。 基礎材はフィルター機能を有する砕石を使用する。よって、次表より基礎

の有効支持角は 120° となる。

表8-7締 固めた土基礎の設計支持角 (と う性管 施工支持角360° )

土質分類 設計支持角 (° )

礫質土
G、 GS 120

GF 90

砂質土

SW、 SW一 G、 SWG 120

SP、 SP― G、 SGP 90

その他 90

(『土地改良事業計画設計基準』)

・基礎材の反力係数

下表は、Spanglerの 提唱によるlowa公式に適用するための e'値であり、『水道用

埋設鋼管の管厚計算基準』 (日 本水道鋼管協会)に も採用されている。この表によれ

ば、礫で e'=140(kgf/c∬ )、 破砕岩で e'=21011(gf/cポ )を見込むことができる。

本検討では、この表を採用し、礫と破砕岩の平均値を使用する。

?!=1140+210)× 0.5

=175.0(kgf/c洵 正)

表卜9裏込埋戻 し土の横反力係数 e'の値 仏gf/c∬
)

上の種類

締固めなし

緩い状態

プロクタ密度で

<85%
相対密度で

<40%

普通の状態

プロクタ密度で

≧85～ 95%
相対密度で

≧40～70%
粒度 のよい土―LL(液性限界)<50%
中位か ら無塑性の土で25%以下の粗
粒部分を含む粘性土 (CL、 ML、 ⅢIL―CLl。

8.5 14 28

粒度 のよい土―LL(液性限界)<50%
中位か ら無塑性の土で25%以上の粗
粒部分を含む粘性土 CL、 ML、 CL―ML)。

細粒土分を含む粗粒土、12%以上の細
粒土分を含む礫まじり土 (GM、 GC)。

砂質± 6M、 SC)。

7 28 70

細粒上分を含んでいないか、少量含ん
でいる粗粒土。

12%以下の細粒土分を含む礫および
礫まじり砂 (GW、 GP)、 あるいは砂 (SW、

SP)。

14 70 140

破砕岩 (割栗石)。 70 2 1 0 210
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・許容たわみ率

高密度ポリエチレン管の許容たわみ率は、『土地改良事業計画設計基準』に従い、

以下のとお りとする。

許容たわみ率V=5%

③ 鉛直土圧の計算 (『土地改良事業計画設計基準』に基づく)

土かぶりが2mを超える逆突出型の場合、鉛直土圧は次のMarston式で計算する。

?ど =C〆 /・ 】

ここで qdi鉛直土圧 仏gf/cポ )

Cci土圧係数 (― )

h≦ heの とき

Q=
2(μ

h>heのとき

上式のheは次式から求める。

-2Kμ

1-ど/P(… 2【μ
(者))

ど/P(-2Kμ
(t})

1-】χP(-2Kμ
t:三」」+(を _空皇

).西'/P(-2に
ぃ

(4子))とKμ
Q=―   z

返塊T(-2【μ
(t:))-1

((各

―
宅 |― 瓦与オ

ー

箸

!((各 ―
宅

|)キ
:・ 1多

一

瓦器 オ

-1

rs′

２

一
３

〓

-2κナど

γ :上の単位体積重量 =0.00186011(gf/cm紛

D:管の外径 =H7.7俺 m)

K:ラ ンキンの上圧係数

K=vμ
2+1_μ

μ :盛上の内部摩擦係数 =tan φ

φ :盛上の内部摩擦角 =33.2°

hi土かぶり =7,000.0他耐

he:等沈下面から管頂までの深さ =107.5俺 ml

rsd i沈下比 =-0.2俺皿l(締固め度90附

P':突出比 =h/B=1.0

【 =1-sil1 3a°
1+sin 33°

=0.292(― )

また、h>heであるので、
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1 -2× 0.292× tan33° x
(:|;|;)

ヽ

―

‐

Ｉ

ノ

Cc
2× 0.292× tan33°

tan33° ×
107.5〕×ど/Pl-2xO.292x+(1苦

与与
|― 117.7ノ

|47(―
|=43.4

qdイま、

    .5
よつて、鉛直土圧

   0× 107001361=43.447 x O.

f/cだ )

?′

=6.3520(kg

となる(

(||;|;)

ヽ

１

１

，

ノ

④ 管のたわみ率の計算 (『土地改良事業計画設計基準』に基づく)

地下埋設におけるとう性管のたわみ量は、次のSpangler式 で計算する。

角 =

ここで∠lx:管のたわみ量 俺耐

K:基礎の支持角によって決まる係数 =0.089
基礎の支持角

施工支持角 設計支持角 K

90° 以上 60° 0.102

120° 以上 90° 0.096

180° 以上 120° 0.089

360° 180° 0 088

(『土地改良事業計画設計基準』)

F:変形遅れ係数 =1.0
基礎材料

現地盤の
砂質土 礫質土

礫質土・岩盤 1.0 1,0

砂質土 l 1

粘性土 1 3

その他 1 5 1 5

(『土地改良事業計画設計基準』)

qdi鉛直土圧 =6.3520仏 gf/c皿り

qI:活荷重 =0.0000仏gf/cm2)

RI管平均半径 =52.99俺皿l

E:管の弾性係数 =10,000仏gf,cm2/cml

I:管壁の断面二次モーメント =17.82俺 m4/c耐

e':土の横反力係数 =17511(gf/cmり
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よって、

崩 =

2xO.089 xl.00× (6 .3520-卜 0.0)× 52.994

10,000x17.82+0.061x175× 52.993

=5.046(cm)

管のたわみ率は、次式で計算する。

レ′==ど
望生x100

2沢

ここでVi管のたわみ率 (%)

∠lx:管のたわみ量 =5.046他耐

RI管平均半径 =52.99(cml

よって、

ン
万
=  5.046  x100

2× 52.99

=4.76(%)≦ 許容たわみ率 :5.00院 )→ OK

以上のように、本設計条件において発生たわみ率は許容値を下回る。
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5)浸出水集水ピットの取水ポンプ設備 (第 Ⅲ-2埋立地)

(1)計画対象降雨量

浸出水集排水管の項で示したように、性能指針には、「既往日降雨量の最大降水月に

おける 1日 平均降水量等の計画した降水強度により埋立地内の水位が50cm以下になる

こと」 と定められている。既往 日降雨量の最大降水月は2004年 10月 の795mm/月 であり、

これよ り計画する降水強度は26mm/日 で、上記性能指針を満足することとなるが、既存

施設では既往最大の日降雨量によっても滞水が生じないように取水ポンプの能力設定

をしている。このときの計画対象降雨量は、1970年 7月 (昭和45年災害時)の 300mm/
日である。坂畑観測所の降雨データ確認の結果、1989年 8月 に364mm/日 の降雨が記録さ

れている。本計画では、一層の安全のため364mm/日 を計画対象降雨量とする。

紀〕Ⅲ期増設施設の日最大浸出水量及び取水ポンプ設備

浸出水量の算出には、以下の式を用いる。

2=蒜×麻い狙+ル動ぽ/酬

ここでQ:計画流出量 lm3/日 )

f:浸出係数 (― )=fl=0.8(埋立中)、 f2=0.3(埋立休止または終了)

r i設計降雨強「又・ (mm/日 )=(300mm/日 )

A:集水区域面積 仙お Al(埋立中区画)、 A2(埋立休止または終了区画)

Ⅲ-1埋立地の浸出水量ピーク時の集水区域面積 (表9-3参照)は、次のとおりであ

る 。

A:集水区域面積 伍お Al(埋立中区画 ,1.01ha )
したがつて、対象浸出水量は次のように算定される。

2=蒜×364× 101∞×a8=刷岬/酬

=2.04(m3/分 )

増設取水ポンプ設備 ;φ 200mm× 1.6m3/分 ×2基 とする。

Ⅲ-2埋立地の滲出水量ピーク時の集水区域面積 (表 9-7参照)は、次のとおりであ

る

A:集 水 区域 面積 伍お Al(埋 立 中区画 ,2.88ha)、 A2(埋 立 法 面 区画 ;

1.51+2,94=4.45hお

したがつて、対象浸出水量は次のように算定される。

2=蒜 細 Ц細 o× 仇8+卿 0× 咄 =吼 剛 岬/酬 =&951m3/州

増設取水ポンプ設備 ;φ 200mm× 3.5m3/分 ×2基 とする。
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6)浸出水集排水経路

州 浸出水集排水経路図 1(第Ⅲ-1埋立地供用時)

既設の第1,2水処理施設で処理する。

第Ⅲ期における浸出水処理水の放流日は、現在設置してある第 1防災調整池下流の放流

口を使用する計画であつたが、第Ⅲ期で増設する第 3防災調整池付近まで放流管を約330

m延長し、放流日を ド流側に移動することで自然流水路上流側に放流水の影響を受けない

陸水生物の生息・生育環境を創出することとしている。したがつて、工事着工後、速やか

に調査をして放流国の位置を変更する。

第■壇 蛸也(翻Ю

第 二朗 L(

ヽ
ふ

第Ш 2動 とく靱

伊

御腹川

覆土置き場

図8-10浸 出水集排水経路図 1

廷唐立引ヒ (

凡  例
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研 浸出水集排水経路図 2(第Ⅲ-2埋立地供用時)

第Ⅲ-1埋立地の浸出水と合わせて第3水処理施設で処理する。

第 I`亀立1也(

図8-H浸出水集排水経路図2

第■1瞳地 (

鉛

爺留堰
'と

ィ

(導
奏｀

御腹川

覆主置き場
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9.浸出水処理計画

増設事業に伴う浸出水調整設備容量の設定は、「廃棄物最終処分場整備の計画・設計・管理

要領」 ((社)全国都市清掃会議)に基づいて行う。

浸出水処理設備と浸出水調整設備の規模は、相互に関連するため同時に設定する必要があ

る。計算フローを図9‐ 1に示す。

図 9-1 浸出水調整設備容量の設定フロー図

1'計画流入水量の設定方法

計画流入水量の設定方法は、発生した日浸出水量と浸出水処理設備の処理能力 (計画流

入水量)と の間で水収支を考え、浸出水調整設備の容量を求めるもので、設定した10ケー

スの浸出水処理設備計画流入水量に対して水収支計算を行い、浸出水調整設備容量を算出

し、浸出水処理設備の稼働率 (処理水量/処理能力)や経済性などのバランスを勘案 して適

切な浸出水処理設備計画流入水量を決定する。

浸出水量の水収支計算に用いる降水量データは、表9‐ 1に示すように1976年 1月 か ら1978

年 1月 までは館山観測所におけるデータ、1978年 1月 か ら2004年 3月 までは坂畑観測所にお

けるデータ、2004年4月 か ら2015年の直近■年間は、現地での観測データである。 日降水

量時系列は、年間降水量が最大の1989年 (年間降水量=2,891mm)の データを用いた。

計画流入水量は、平均浸出水量と最大浸出水量の間で設定 した。平均浸出水量は、平均

日降水量により、最大浸出水量は、最大月間降水量の日換算値により算出した。

浸出水処理設備の計画流入水量の設定 日浸出水量の時系列の設定

浸出水調整設備貯水量の時系列計算

浸出水調整設備容量の決定
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2)降水量

表 9-1 降雨データ

1989  1990  1991  1992 1993982  1993  1984  1985  19861976  1977  1978  197940年間

1956  1793  1309 2154 ZZI

1180
2880
1050
1920
2560
2250
1130

200
3440
1570
1340
2140
350
2670

36.0
1880
1980
1390
1850
530
460

1460
1490
2270
1550
790
1350
1910

330
2310
1880
2770
1230
2140
2770

1210  920 1330  620 1460 3060 1790 1420 2090 1770  850 2320  810 2430
90,0 1790 223.0 1270 4290 1260 2000 3140 318,0 1610 1740 3040 2310 1130

2260 2670 1400 1540 1580 1220 5020 248.0  880 1360
2450  600 1770 3410 3090 293.0 3020 3680 1360  660
1240 1500  580 370,0 2020 1390 2110 1200 1030 1280

1260590 158 3716087 2830 430 500 18160 22101013009233
2900 25691 026901330 22620502240990 2690 232019301019140O207

0フア 1340187 0 16802220 227016307402050 25401000 01171972880

850
2410
2010
1360
980

730 2680 1870  630 1500
1130 1610 3000  440 1510

620 1190  610 1340  170  490  370 1180  460

1330
1030
4330
2060
1150
1180

990
3990
4340
1430
300
80

1780
7240
2030
3300
1220
530

720
1400
3220
2130
4500
590

67.0  820
1670  460
3590 1190
7770 2760
1340 1870
650  680

3640
2760
1840
1870
1900

470
400
3360
1040
600
360

羽
調
桐
明
明
羽
明
明
朗
胡

羽
明
堀
明
明
凋
明
明
朗
明

日降雨長 300
1190
220
330
630
1510
450
5C C
700
390
240

90
1580
530
520
710
140
340
1110
310
830
570

190
480
440
740
980
180
240
230
430
310
24.0

380
540
930
720
290
410
610
440
1380
1130
300

170
49.0
600
60,0
350
690
1160
780
840
62.0

100
720
820
450
270
270
590
300
1670
550

300
430
1050
180
360
750
640
1040
760
580
160

970
460
420
500
710
320
1350

960
350
230

600
290
370
170
480
270
320
340
330
550
530

1410
380
770
520
980
760
890
380
270
710
250

300
1050
230
710
310
180
1940
1070
530
310
420

130
470
220
790
640
300
370

390
420

1110
370
800
620
380
1010
1760
550
1100
250

550
460
160
310
250
550
1530
1380
820
180

300
450
750
810
580
250
120
610
480
700
230

400
210
150
180
550
860
1700
430
700
750
320

970
1390
450
540
610
320
200
470
410
240
120

８

６．

４６

３６

６２

２５ 51

46 230

550  400  92.0
審 0
560
460
910
460

80
510
270
1120
790

1740 3640

520  600
140  540

0 1380 1160 1670 1040 1350 4701940 1フ40 3640 1760 15301510 1110

別
明
明
明
明
羽
鯛
明
朗
朗
明

５

９

６

８

７

６

９

３

・０

４

２

・０

０

９

５

６

９

４

９

・０

４

１

０

‐０

１

７

４

４

６

５

３

・０

７

４

４

Ю

２

６

４

４

８

３

５

・１

・３

３

３

５

５

５

５

６

６

４

・２

９

６

１

・２

4
3
5

7
3

1

1

9
3
2
1

9

8
6
フ
フ

2004  2005  2006  2007  2008  2009  2010  201996 2012 2013 20141998  1999 2000 2001 200240年間

~ 1955  1521  2023  1754

月汚」 明
羽
朔
堀
明
明
凋
明
明
明
明
閉

530
11570
850
1710
:810
,4490
380

,5160
:1260

630
1370
1390
2060
1890
2200
150
1990
580

1690
1450
231,0
1790
2380
2470
720
2660
1790

730
2470
3340
1790
1510
2840
114,0
630
1360

110
2220
1730
1250
1230
2660
310
3230
1770

510
1920
800
1700
1660

1.0

1940
3190
3580

370
2030
1200
1630
2280
560

135,0
2070
7970

990
1240
1440
1800
2710
2620
3280
1340
1850

1950
1740
3430
,030
1270
2250
1500
2740
425,0

740
950
1250
1680
630
4100
90

2990
2350

545
1890
2915
3905
3350
155

2145
1930
3420

1200
1855
1895
2635
2255
1460
2900
500
3150

1885
2280
2775
1030
1640
1400
285
3670
3815

1555
1030
980
2975
2320
フ40
660

181,0
2390

1195
2125
1645
2160
2465
1085
200
2240
3365

1105
505
1920
1045
2675
41.0
615
2095
5910

1102
1548
1310
1463
3474
581
1030
784

3180

640  900
1710 2180
710 1820
1150 1920
2640  730
2360 2900
1960 3530
3600 1600
2010 1850

490 1720  630 1230 2690 1ク 70 1540 2260  560 1135 177

142

1185

120 3190 1160 1300 1630 2025 1060 740 1651 144
1420 1470
780

300 1220 1070 1840  340 4270 2390
820  210  350  790 1340

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

国際雨量 260  630  280  165  450  695  655
280  590  320  490  690  500  285
550 2430  280 1150  725  530  435
760  350  56.0 1200  635  215  67.5
890  500  170  845  670  475  590
1200  630 1270   85  770  445  220
1760  570   30 1090 1300  250  330
600 1150  750  495  200 112.5  815
340 2200 1710 1650  960  875 1035
280  540  360  535 1125  805  900

1140 191850 1690 1140 136,0 134.0 1760 2200 1710 1650 1300 1125

0
0
0

0
0
0

639
53 1
355
375

260
42.0
180

435
700
445
750
900
550
50
825
635
735
570

850  180
580 1200
100  37.0

890  83
490 136
290  480  170 1370 1350
130  510  390  330  310 0  390  580  840  670

170
330
380
520
230
1640
220
3630
260
220
470

310
320
630
710
300
690
120
430
220
540
200

385
145
825
360
525
195
27.0
380
2090
180

679
339
396
441
1456
216
310
240
1140
368

610
510
380
490
470
700
280

370  8,0
440  460
1070  580
840  350
240 230
1690 1140
520  110

280  290  160
550  890  640
200  720  390
210  930  480
790  180  490
9フ 0  630  340
870 1810  820
1340  950  420
670  480 2040

羽
朔
堀
明
餌
羽
明
明
明
鯛
羽

月間JI雨日多女
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3)浸出水調整設備容量の設定

規模設定は、Ⅲ期単独と埋立地全体に関し、埋立の各段階(ス テップ1～ 3)で の検証を行

つ 。

埋立中の浸出係数は、施設の安全性に配慮して蒸発散の少ない冬場を考慮し0,8と設定し

た (第 I埋立地建設時は0.5を採用 )。

また埋立完了後の浸出係数は、第 二・第Ⅱ埋立地建設時は不透水性材料で造成された斜

面であることか ら0.3と していたが、第 Ⅱ埋立地以降小堰堤底面も遮水シー トを布設する埋

立管理を実施しているため、埋立法面は浸透がないが、安全をみて、0.1と設定する。

埋立地天端の完了面は従来どお り0,3とする。

利 水収支計算

平均浸出水量及び最大浸出水量を目安にして10ケースの日処理水量を設定し、浸出水調

整設備容量計算 (水収支計算)を行った。計算は、最大年 (1989年単独)と 月間最大年 (2004

年単独)に よるものを比較し規模算定を行うものとした。計算方法は、日降水量時系列デ

ータか ら算定される浸出水発生量 (=流入量 I)と、設定日処理水量 (=流出量O)の水

収支計算 (出 し入れ計算)により最大容量を求めた。各ケースの計算結果を比較検討し、

浸出水調整設備容量と日処理量を設定 した。

なお、水収支計算の結果、12月 末 日に浸出水調整量が残存している場合には、同じ日降

水量時系列データを用いて連続計算を行った。

「水収支計算の方法」

水収支計算は流入量を I、 日処理量をOとすると、任意の一日における貯留
量の増減△Vは、

∠l予〆=r-0
I

であらわされる。

V(d-1)一

図9-2 埋立地の水収支モデル

よつて、任意の日(d)の終わりにおける貯留量V佃)は次式で計算される。

7(D=/(♂-1)十 △7
=7(♂-1)十 (r(I"一 ο(DI

ここで、 予/:貯留量 (だ )

ri発生浸出水量 (だ/日 )

0:日処理水量 (ず/日 )

0

9-3



(1)日 降水量時系列の設定

水収支計算に用いる日降水量時系列データは、直近の40年間で、年間降水量が最大の

年の日降水量時系列を用いるものとした。年間降水量が最大の年は、1989年 (年間降

水量=2,891mm)で あった。

紀)浸出水発生量の計算

耐 計算式

浸出水発生量の計算は、次式で行った。

0=1/1000・ r(σ l・ 41+σ 2・ 42)

で、0
r

σl

σ2

41
ノ12

:浸出水量(だ/日 )

:日 降水量(mm/日 )

:埋立中の浸出係数(― )

:埋立休止中または埋立終了後の浸出係数(― )

:埋立中の区画面積(∬)

:埋立休止中または埋立終了後の区画面積(だ)

耐 平均日降水量

40年間の総降水量は80,383mmで 、観測 日数は14,624日 であつた。よって、平均日降

水量は次のとおりである。

/=80,38勁
別

=5.5阿麗/日

0最大月間降水量の日換算値

最大月間降水量は2004年 10月 の797mm/月 であり、最大月間降水量の日換算値は、次

のとおりである。

/=79協"=26.6胸
“

/日

浸出水量は、上記の計算式により、平均日降水量および最大月間降水量の日換算値

と下記のステップ毎に示した埋立区画の面積および浸出係数を乗じて算出した。

引 設備規模の決定

浸出水処理施設の規模は、既設の第 I期、第Ⅱ期の日処理量480ポ/日 、調整槽容量30,000

ずに対 して、日処理量を320ボ/日 増加させて800だ/日 に、調整槽容量を15,000∬増加させ

45,000だ とする。

直近40年の降雨実績による検証を行った結果、表9-2の とお り、全てのケースで安全性が

確認された。
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表 9‐2 浸出水処理施設仕様総括表

※浸出水量は、平均 日降水量および最大月間降水量の日換算値 とステ ップ毎 に示した埋立区

画の面積および浸出係数を乗じて算 出 した。

ステッブー1;第皿-1埋立地利用時
ステッブー2:第Ⅲ-2埋立レベル170m(貯留堰堤)の時
ステッブー3:第Ⅲ-2埋立レベル205m(最大時)の時

6, ステップー 1(第Ⅲ-1埋立地利用時)

ステップー 1(第Ⅲ-1埋立地利用時)では、表9-4に示すように、現状の日処理量480

ポ/日 、調整容量80,000ゴ で対応可能と考えられる。

表 9‐3浸 (ha)(ス テップー1

ステツフ
°
中1 ステッフ

°
‐2 ステッフ

°
‐3 摘要

平均浸出水量(だ/日 ) 237 389 348

最大浸出水量 (ポ/日 ) 1,146 1,689 1,685

計算結果

日処理量(ポ /日 ) 480 800

必要調整容量(爾 )

20,954 25,896 27,139 最大年(1989年 )

23,038 30,474 31,808 月間最大年(2004年 )

調整容量(ポ ) 30,000 45,000

面 積 (A) 浸出係数 (C)

期別
埋立中

区 画

(Al)

未埋立

区 画

(A2)

既埋立

区 画

(A2)

計

(ΣA)

埋立中

区 画

(Cl)

既・未

埋立区

画

(C2)
第 I埋立地 2.87 2,93 5.30 0,8 0.3

第 Ⅱ埋立地 1.28 2.20 3.48 0.3 0.1

第Ⅲ‐1埋立地 1.01 1.01 0.8

合 計 4.66 5.13 9.79 0,44

図 9-3 埋立場所の位置 (ス テップー 1)
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К2004年 )月間最大 4

最大浸出
水調整容

量
(ポ)

処理施設

稼働率

(%)

日処理水
旦
里

|ぜ /日 )

最大授出
水調整容

量
(だ)

処理施設
稼働率

(%)

23,038 56.3480 20,954 71.1

68.2 22,598 54.1500 20,174

56.9 20,398 45.1600 17,732

38.616,832 48.7 18,198700

16,355 33.8800 15,981 42.6

14,555 30.0900 15,363 87.9

34.1 13,461 27.01000 14.763

24.614,580 31.0 12,7611100

22.514,480 28.4 12,1351200

26,2 11,635 20.81300 14,380

表 9-4 出し入れ ス プー1)

の の

7)ス テップー2(第Ⅲ‐2埋立地 :FH170)

ステップー2(第Ⅲ‐2埋立地 :FH170)では、表9-6に 示すように、現状の日処理量

480だ /日 、調整容量30,000だ では対応できないため、増設が必要である。日処理量700

ゴ/日 の時降雨最大年での施設稼働率は69,7%と なる。調整容量も月間最大年で30,000

だを超えるため、増設が必要である。表9-6に示すように、日処理量800だ /日 、調整槽

容量45,000だ とすれば十分に安全な規模である。

表 9‐5 浸出水 (ス テ プー2)

浸出係数 (C)面 積 (A)
既 。未

埋立区

画

(C2)

埋立中

区 画

(Al)

未埋立

区 画

(A2)

既埋立

区 画

(A2) (ΣA)

計 埋立中

区 画

(Cl)

期別

5.30 0.8 0.32.37 2.93第 I埋立地

2.20 3.48 0.3 0。 11.28第Ⅱ埋立地

0,71 1.01 0.3 0.1第Ⅲ‐1埋立地 0.30

0,12.55 4,78 7.33 0.8第Ⅲ-2埋立地

0.366.50 4,78 5,84 17.12‐合計
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19 月間最大4F(2004年)日処理水
皇
里

(ポ /日 )

最大浸出
水調整容
量(だ)

処理施設
稼働率
(%)

最大浸出
水調整容
量(だ)

処理施設

稼働率

(%)

480 42,550 101.7 43,072 80.6

500 40,910 97.6 41,428 77.4

600 33,362 81.4 36,228 64.5

700 29,462 69,7 32,674 55.3

800 25,896 61.0 30,474 48.4

900 24,996 54,2 28,274 43.0

1000 24,096 48.8 26,074 38.7

1100 23 1 96 44.4 24,206 35.2

1200 22,507 40.7 22,406 32,2

1800 21,907 37.6 20,606 29.8

※ 理

図 9-4埋立場所の位置 (ス テップー2)

9-6 し入れ計算結果 (ス テップー2

の 日 の 計

8) ステップー3(第Ⅲ‐2埋立地 :FH205)

ステップー3(第Ⅲ-2埋立地 :FH205)で は、表98に示すように、現状の日処理量

480だ /日 、調整容量30,000ポで対応できないため、増設が必要である。日処理量700だ

/日 の時降雨最大年での施設稼働率は71.7%と なる。調整容量も月間最大年で30,000だ

を超えるため、増設が必要である。表9-8に示すように、日処理量800だ /日 、調整槽容

量45,000だ とすれば十分に安全な規模である。
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表9‐7 浸出水処理対象面積 (ha)(ス テップー 3)

図 9-5 埋立場所の位置 (ス テップー3)

9‐ 8 し入れ計算結果 (ス プー3)

の

期別

面 積 (A) 浸出係数 (C)

埋立中

区 画

(Al)

未埋立

区 画

(Aう

既埋立

区 画

(A2)

計

(ΣA)

埋立中

区 画

(Cl)

既埋立

区 画

(C2)

第 I埋立地 2.37 2.93 5.30 0.8 0.3

第Ⅱ埋立地 1,28 2.20 3.48 0.3 0.1

第Ⅲ‐1埋立地 0.30 0.71 1.01 0.3 0.1

第Ⅲ‐2埋立地 2,88 1.51 2.94 7.38 0.8 0.1

合計 6.83 1.51 8.78 17.12 0.37

月9

処理施設
稼働率
(%)

処理施設
稼働率
(%)

最大浸出水調
整容量
(だ)

日処理水
量

|ぜ /日 )

最大浸出水調
整容量
(だ )

45,383 82.844,821 104.5480

43,703 79.543,181 100.3500

38,097 66.334,981 83.6600

34,008 56.831,039 71.7700

62.7 31,808 49.7800 27,139

55.7 29,608 44.225,916900

50.2 27,408 39,81000 25,016

45.6 25,428 36.11100 24,116

33.141.8 23,6281200 23,335

30.638.6 21,8281800 22,731

※
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10,仮 設防災計画

施エフロー

図10-1 施エフロー

1)工事用道路計画

(1)準備エ

お 区画明示柵、立入り防止柵

対象事業区域は、現在最終処分場として稼働 。運営中で第 I期、第Ⅱ期の北側に隣接

している。そのため、外部からの侵入者の立入りを防止するため、供用中の部分と増設

部分との競合場所は、単管パイプにより区域分けを行う。

また敷地境界には第二者の立入りを防止するため、工事に先駆け立入り防止柵を設置

する。

準備工・測量

伐採・除根

埋立地側工事用道路 (切盛土)

仮排水・仮締切工

連絡工事用道路 (桟橋)

覆土置場側工事用道路 (切盛土)
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|

工事用ネットフェンス(参考図)

立面図
処

工事用ネットフウス

単管 (ゆ 48 6mm)

単管 (ゆ 486い 1500)

地

区

界

―
―
―

―

図10-2 工事用ネットフェンス (参考図)

耐 基本測量

設計図書に基づき中心線・水準点・縦横断等の確認測量を行うと共に、主要側点の引

照点、仮BMの設置を行う。

紀)伐開・除根・倒木収集・運搬・処理

耐 伐採測量

設計図書に基づき伐倒ラインの位置を、基準点から測量し、伐採範囲をテープにて明

示する。

b)伐木 日除根

下草刈 りは革刈機、伐倒はチェンソーにて行う。伐倒したものは枝・葉を落とし集

積・運搬し易いようする。

根株は、0.7m3級のバックホウ 。21t級 ブル ドーザ等にて掘り起こし、根株についた土

砂を除去する。ただし除根により地山法面等に影響がでる所 (法肩部)に関しては伐倒

のみを行い、除根は行わない。

い 伐採木収集・運搬 '処理

伐木したものはバックホウにて集積 し、その際有効材と雑木とを選別することにより、

処理方法別に収集する。また、計画に沿って適正に処理する。
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儒)工事用仮設道路工

工事用仮設道路の経路は、図10-4に 示すとおりである。

お 埋立地側 (覆土置場側)工事用道路 (切盛土)

伐開除根終了後、計画掘削・盛土断面の丁張 り (現場作業用の目印)を設置する。

工事用道路造成当初は埋土 (盛土)区間であリバックホウによる掘削・積込、運搬

はダンプ トラック及びクローラーダンプを併用して施工を行う。工事用道路が進行し

てくると岩盤の露出が予測されるため、バックホウによる掘削が困難になった場合に

はリッパを装着したブル ドーザで掘削、押土を行う。切土法面整形はバックホウを使

用し、必要に応じて、ブレーカーを併用する。

盛土区間は、運搬はダンプ トラック及びクローラーダンプを併用して行い、バック

ホウ及びブル ドーザで敷き均し 。転圧を行う。盛土法面はバックホウを使用し施工を

行う。

工事用道路は、敷鉄板もしくは砕石路とする。

工事用道路 標準断面図 (参考)

(切上部 )

(盛土部 )

化

図10-3 工事用道路標準断面図 (参考図)

研 工事用道路 (仮桟橋 )

埋立地側の工事用道路側より鋼材形式の桟橋を架設する。クローラークレーンに杭打

機を装備し、鋼杭 (継手構造)を打設する。鋼杭打設後足場を架設し、水平継材 。ブレ

ス等により鋼杭を固定し、上部工 (桁受・主桁・転落防止柵・覆工板)の架設を行う。

工事用道路桟橋は、図10-5に 示す。

1000 6000 1000
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一

信

凡   例

名  称 記  号

事 業 区 域 界

切   土

盛   土 中

工事用道路経路 (切盛土 )

工事用道路経路 (桟橋 ) 一

一

図104 工事用道路経路図
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図10-5 工事用道路 (桟橋 )
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a土 砂流出防止柵

水路以外で工事域外へ土砂流出の可能性がある箇所については、土砂流出防止Ⅲ冊を設

置する。

上砂流出防止t冊 (参考図)

(ネット1冊コE)

平面図 断面図

生松丸太01000

生松丸太01000

図10-6 土砂流出防止柵 (参考図)

β 仮排水計画

工事用道路 (切盛土)脇に仮設排水路を設置する。上流からの雨水を速やかに仮設排水

路に流下させると共に、途中に集水桝を設置し、雨水を法面及び掘削地盤内へに流下させ

ないようにする。流末に仮設沈砂池を設け上澄み水を下流へ流下させる。

外周道路の側溝は、先行して仮設排水路から切替えを行う。

増設埋立地切土部分の地山掘削を行う際には外周道路側の造成を進行させ、外周道路側

溝に雨水を導く。掘削区域内の雨水については、可能な限り地山部分に排水路を先行設置

し、流末には沈砂池にポンプを設置し、上澄み水を外周道路側溝ヘポンプアップする。

各箇所の沈砂池は、必要に応じて土砂上げを行い常に上澄み水を排水できるよう管理

をする。

工事中の第Ⅲ-1埋立地への雨水は、雨水排水暗渠 (φ 500)を 設置し、流末に汚濁防止

施設を設置する。また、第Ⅲ-2埋立地への雨水は、雨水排水暗渠 (φ 300～ 900)を設置

し、流末に仮設調整池及び汚濁防止施設を設け、そこに一旦貯留した後、下流側に排水す

る。

工事中の覆土置場への雨水は、覆土置場内に雨水排水暗渠 (φ 300～ H00)を設置し、流

末に仮設沈砂池を設け、そこに一旦貯留した後、下流側に排水する。盛土進行中は、下流

側に堰堤を設置し雨水を法面に流さないように留意しながら、盛上の進行に伴い嵩上げを

行う竪樋に水を導く。

竪樋には、直接雨水を流入せずに、周辺に沈砂機能をもたせ、上澄み水が流入するよう

にする。
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_平画図

女 堀 イRJ溝 (参考図 )

沈砂 れ (参考図)

生松丸太 (末 口90)

生松丸太 (末 口90)

生松丸太 (末 口120)

A― A断面

標準部

寸法表 位(mm)

ヽ
ナ

オ

図10-7 沈砂池および素掘り側溝 (参考図)

3)仮設防災調整池計画

2箇所の流末箇所に仮設防災調整池堰堤を切土材を使用 して築堤し、仮設防災調整池堰堤

の上流側には堅樋管 (有孔管)設置し、上澄み水を下流へ放流する。

生松丸太 (末 口120)生松丸太 (末口90)

/   脚
コ 日 日 に日にy¬ 臨

…
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//イ

仮設調整池堰堤断面図 (参考図)

「

・
型L¬

       
※ ①Ⅱ…2埋立地流域 ②覆主置場流埼t

_― ――eφ▼oい oおむ00-

平面図

防 災 施 設 構 造 図(参考図)

竪管構造図

図10‐ 8 防災施設構造図 (参考図)

― ∩ Fr―   m

/

甲
一戸
一一
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(1)仮設調整池容量の計算

Ⅲ -2埋立地 2ヶ所と、覆土置場の仮設調整池の容量計算を行う。

耐 設計諸元

流域面積、流出係数、堆積土砂量、許容放流量を下表に示す。

各数値は防災調整池計画、地下排水計画で示した値と同値である。

表10-1仮設調整池諸元

研 降雨強度式

館山地区 5年確率降雨強度を用いる。

r=7;指
|:!lξ

=104.9胞η2/力r

ここで t=10分

場  所 流域面積 他お 流出係数
堆積土砂量

300皿
3/ha

許容放流量

0.0251113/ha

Ⅲ-2埋立地流域 H.18 0.88
10.40ha× 300=

3,120皿3
0 279

覆土置場流域 15.82 0,76
8.58ha× 300=

2, 574 皿3
0。 395
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d 仮設防災調整池容量の算出

利 埋立地流域

① 計算条件
H集水面積
口流出係数
日下流許容放流量
・降雨強度式係数

a

一
一
　

〓

Ａ

ｆ

(ha) 111,800 (田百)

(m3/s)

102 (mm/hr)

1/n

Qc=
a=

b
r

i nttb

② 必要調整容量の計算式

調整池の必要容量は次式(簡易式)により求める。

v=r4_与Ⅲ×60× tixfxAx石后5(^ 2ノ     ~

出典:防災調節池等技術基準(案)解説と設計実例 (河川協会)

V:必要調整容量 (m3)

f:流出係数
A:流域面積 (ha)

rc i放 流能力(Qc)に対応する降雨強度 (mm/hr)

rc=360 X Qc/(fXA)

ri:降雨の継続時間 dに対応する 降雨強度 (側 m/hr)

ri=a/(ti n+b)

ti:降雨の継続時間 (mh)

n

③ 放流能力(Qc)に対応する降雨強度

rc=360 X Qc/(fXA)=

④ 必要調節容量が最大となる降雨の継続時間

a× (卜 n)― b× ≒十 (1_n)2× a2+2× n× a× bx乳

亮

t 630(min)

⑤ 降雨の継続時間jに対応する降雨強度
a

ri= t「+b
13.4 (mm/hr)

t.=
1

⑥ 必要調節容量

V=
(≒

―
考)×

60× ti× f× A×
百:5

11.18

0.880

0.279

1064.00

5.500

0.667

10-10
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口)覆土置場流域

① 計算条件
日集水面積
H流出係数
・下流許容放流量
・降雨強度式係数

r= tn+b一

Ａ

ｆ

ａ

ｂ

　

ｎ

158,200(浦 )

/s)

② 必要調整容量の計算式

調整池の必要容量は次式(簡易式)により求める。

V=(4-考
)×

60xtixfxAx石
:5

出典:防災調節池等技術基準(案)解説と設計実例 (河川協会)

V:必要=調整容量 (m3)

f:流出係数
A:流域面積 (ha)

rc:放流能力(Qc)に対応する降雨強度 (mm/hr)

rc=360 X Qc/(fXA)

鳴:降雨の継続時間 tiに対応する 降雨強度(mm/hr)

ri=a/(ti n+b)

ゝ:降雨の継続時間 (min)

③ 放流能力(Qc)に対応する降雨強度

rc=360 X Qc/(fXA)=

④必要調節容量が最大となる降雨の継続時間

aX(1-n)_bx≒ + (1_m)2 xa2+2xnxaxbx≒

11.8 (mm/hr)

1/n

t

曳

t 511(min)

a

⑤降雨の継続時間jに対応する降雨強度

⑥必要調節容量

V= ×60x ti× fxAx360

ri= t「+b
=     15.3 (mm/hr)

亮

一
２

一～

／

１

１

＼

1&82
0と 7む0

01395

1004.00
―&500
0.667
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』 必要調整容量

表10-2 調整容量表

』 オリフィスの断面決定

地下排水管に堅樋を接続し、堅樋にォリフィスを設けることとする。

こ″=CV凝
万

ここイこ α:オ リフィス断面積 lm2)

2:流量 (m3/seC)

c:流量係数 ←0.D

gi重力加速度 (9.8m/secり

力:水頭 (洪水位―敷高)

① Ⅲ -2埋立地

9=許容放流量 ←0.279m3/sea

力=165.0-16■0=4.0

0.279
=0.0525阿

2
と7

0.60×

正)=∇τ=

2× 9.8× 4.0

0.0525=0.229朋

よって、オリフィス断面は229× 229と する。

場 所

洪水調

整容量

(m3)

8,574

堆砂量

(m3)

必要総容量

(m3)

水位

(m)

水面積

(m2)
実容量

Ⅲ-2埋立地流域 3,120 1 1, 694

159.0 745

12,042

165.0 3,269

覆土置場流域 9 625 2,574 12,199
135.0 25

12,795
145.0 2,534
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② 覆土置場

2=許容放流量 ←0,395m3/se0

力=145.0-141,0=4.0
0.395

α = =0,0743胸
2

0.60× マ
「
2× 9.8× 4.0

D=栃「
= 0,0743=0.272胸

よつて、オリフィス断面は272× 272とする。
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Ⅲ

:耳・

界

域

称

域

区

区

名
一業

張

事

拡

1 記 号 1 備 考

1 1./′
/テ

|

流  域  界

築 排 水 督

凡    例

第 1調整池流域

Ⅱ-1理立地流域265h■

．
尋

評

第 2

図10-9 防災施設等計画平面図
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引 仮設工事計画・工程計画

表10-3 仮設工事および建設工事工程表

1 2 3 4 5 6

Ⅲ期埋立計画

仮設工事

測量エ

伐開・除根エ

エ事用道路エ

仮設排水・仮設防災調整池土

第Ⅲ-1埋立地工事

場内造成工事

調整池堰堤工事

堰堤工事

法面工事

遮水設備工事

雨水等集排水設備工事
保有水等集排水設備工事

発生ガス対策設備工事

飛散防止設備工事

道路工事

使用前検査

第Ⅲ -1埋立地上堰堤工事

浸出水処理施設工事

場内造成工事

浸出水調整槽工事

漫出水処理槽工事

第Ⅲ -2埋立地工事

第Ⅲ-2-1工 区

場内造成工事

調整池堰堤工事

堰堤工事

法面工事

遮水設備工事

雨水等集排水設備工事

保有

発生ガス対策設備工事

飛散防止設備工事

道路工事

第Ⅲ…2-1使用前検査

第 Ⅲ -2-2工 区

場内造成工事

法面工事

遮水設備工事

雨水等集排水設備工事

保有水等集排水設備工事

発生ガス対策設備工事

飛散防止設備工事

道路工事

第Ⅲ-2-2使用前検査

覆土置場造成工事

盛土工事

調整池堰堤工事

長大法面工事

長大法面雨水排水工事

第Ⅲ -2埋立地上堰堤工事

緑化工事
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